
・Published by IGAKU-SHOIN Ltd. 1-28-23 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo©2012, Printed in Japan.
・本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は ㈱医学書院が保有します．
・ 本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上の限
られた例外を除き禁じられています．大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究活動を
含む）で上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です．また私的使用
に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります．

・ ＜㈳出版者著作権管理機構委託出版物＞
本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています．複写される場合は，そのつど事前に，㈳出版者著作権管
理機構（電話 03-3513-6969，FAX 03-3513-6979，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください．

編集顧問

阿部　　弘
岩﨑　喜信
大本　堯史
河瀬　　斌
菊池　晴彦
桐野　高明
髙倉　公朋
田中　隆一
西本　　詮
橋本　信夫
早川　　徹
平川　公義
堀　　智勝
𠮷田　　純
吉本　高志

編集委員

佐々木富男
 （編集委員長）

新井　　一
岡田　芳和
片山　容一
斉藤　延人
高安　正和
伊達　　勲
冨永　悌二
寳金　清博
宮本　　享
𠮷田　一成
吉峰　俊樹
若林　俊彦

 （五十音順）

発　　行 株式会社　医学書院
代 表 者　金原　優

〠 113-8719　東京都文京区本郷 1-28-23
電話　本誌編集室直通（03）3817-5701

（担当：松田・山﨑）
販売部直通（03）3817-5659・5660

ファクシミリ（03）3815-7802
振替口座　00170-9-96693 番
印刷所　㈱リーブルテック　電話（03）3927-6411
広告申込所　㈱ハイブリッジエージェンシー
　　　　　　電話（03）3814-0089

Neurological Surgery　脳神経外科
（第 40 巻 第 1 号）
2012 年 1 月 11 日発行（毎月 1回 10 日発行）
定価 2,730円（本体 2,600円＋税 5％）
2012 年　年間購読料（税込み，配送料弊社負担）
冊子版／通常 32,760 円，冊子版／個人特別割引 30,030 円，冊子＋
電子版／個人特別割引 35,030 円，冊子＋電子版／共有 42,700 円，
電子版／個人特別割引 30,030 円，電子版／共有 37,700 円

E-mail : noge@igaku-shoin.co.jp　http : //www.igaku-shoin.co.jp/mag/noge/

投稿論文オンライン受付  ID：noge　パスワード：noge

編集後記

100 No Shinkei Geka・40巻 1号・2012年 1月

　新しい年を迎えた．伊藤昌徳先生の「扉」は，新春を飾るに相応しい巻頭言である．

脳神経外科医の生涯教育に言及し，「脳神経外科における生涯教育は，一生勉強，一

生青春」であることを述べられている．また，引用されているミケランジェロの名言

「私は今でも勉強している（Ancora Imparo）」は，日本脳神経外科コングレスのモットー

として，その紋章に今も刻まれている．現役の脳神経外科医として生き続けるために

は，日々弛まぬ努力と実践が必要であり，学び取る姿勢に終わりはない．その覚悟で，

本誌を読み進めると，まずは神一敬先生のてんかん診療の新時代の幕開けの総説であ

る．新規抗てんかん薬の相次ぐ市場への参入，診断の解析にビデオ脳波モニタリング

検査が保険適応となり，さらには迷走神経刺激術の保険適応なども相俟って，近年，

脳神経外科医のてんかん医療に対する興味が急速に高まっている．しかし，未だてん

かん専門医が絶対的に不足している現状においては，脳神経外科を含む関連各科で的

確に診断・治療をする体制を整えることが急務であり，その啓発の意味でもタイム

リーな内容となっている．さらにページを捲ると，動脈瘤と下垂体腫瘍が合併した症

例や，未破裂動脈瘤に対するコイル塞栓術中に母血管にコイルの一部が突出した症例

の検討など，さまざまな難題に立ち向かう果敢な脳神経外科医の勇姿が映し出されて

くる．今回の症例報告も，一筋縄では解決できなかった困難な例を，いかにして救っ

たかの，武勇伝に等しい強者ばかりの報告であり，感服させられる．さらに，米川泰

弘先生の脳神経外科手術手技に関する連載が，今回はもやもや病である．脳神経外科

疾患の中でも本疾患は，本邦で発見され，邦人がその発見者であり，その後の調査研

究でも世界をリードしている疾患として，極めて価値の高い病態である．その詳細を

纏め，一気に報告した内容は，只々読む者を圧倒する．引用されているヒポクラテス

の言葉，「物事に熟練するには長くかかる，人生は短い，好機は早く逃げてゆく，物

事を試すことは危険である，正しい判断は難しい」とは，まさにこの病態の解明に携

わった面々の歴史を見れば一目瞭然である．脳神経外科を究める道に王道はない．あ

るのは前人未到のイバラの道のみなのであろうか．日々の研鑽が続くこの道は，今年

も変わることはない．

若林　俊彦
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